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18.愛媛県八幡浜市沖・三王島地先の異型ブロック

はじめに

本シリーズでは，瀬戸内海沿岸に関し，過去に2回，藻場

の景観模式図を紹介した。瀬戸内海西部の本州沿岸に位置す

る広島湾奥部・大野瀬戸中央部の亀瀬において，砂泥底に点

在する巨礁では，水深+1mでタマノ、ハキモク Sargassum

muticum (Fenshol t) Yendo が，水深0-....3mでクロメ

Ecklonia kurome Okamuraが優占し，水深 1mではワカメ

Undaria pinnatifida (Harvey) Suringarが，水深2mでは

ヤハズグサDictyiopterislatiuscula (Okamura) Okamura 

が，水深3mではスギノリ品ondracanthustenellus (Harvey) 

Hommersandが混生した(寺脇・新井 2001b)。瀬戸内海東部

の四国沿岸に位置する高松市沖・女木島北端部の磯地先で

は，パフンウニの密度が最大 160個体1m2と高く，潮間帯上

部を除いて直立海藻が生育せず，無節サンゴモ類の被度が

90%に達し，パフンウニの過剰な食圧による磯焼けであった

(寺脇・新井 2003)。

今回は，瀬戸内海西部の四国沿岸に位置する愛媛県八幡浜

市沖・三王島(みおうしま)地先に設置された異型ブロック

について，岩礁性藻場をつくる海藻類の着生基質と見なし
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て，観察したので報告する。

18.愛媛県八幡浜市沖・三王島地先の異型ブロック

現地の概要と方法

三王島は，愛媛県八幡浜市沖の南西約10kmの宇和海に浮か

ぶ伊予大島・地大島という両大島をつなぐ位置に立地する小

島である。伊予大島・地大島については，芹津ら (2001)に

よって，藻場の海藻植生についての詳細な報告がなされ，ク

ロメ，フクロノリ Colpomeniasinuosa (Mertens ex Roth) 

Derbes et Solier in Castagne，ヒロメ Undariaundarioides 

(Yendo) Okamura，ヒラアオノリ Enteromorphacompressa 

(Linnaeus) Nees，ヤツマタモク Sargassumpatens C. Agardh， 

フトモズク Tinocladiacrassa (Suringar) Kylinが，海底

の水深や底質の特徴的な環境ごとに，主な優占種であること

が知られている。

1990年7月 13日に， SCUBA潜水により，三王島地先の水深

5 -.... 6mに設置されているN型(異型)ブロック群を観察した

(図 1)。次に，砂面から離れた露岩上に海底面に対して 50度

の角度で立てかけて設置されたN型プロックについて，観察
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図 l 愛媛県八幡浜市沖・三玉島地先の異型ブロックの概略位置



16 

区12 愛媛県八幡浜市内1・三王島地先の典型アポロックにおけるi築場

の写真(1990年7月，中央償向きに置いたスケーノレは長さ 1m)

面に対してなるべく平行となる角度から，全体が一枚に収ま

るように写真撮影した(図 2)。続いて， N型ブロックについ

て，クロメの着生部位を記録し，観察面の中心線部において，

海底面からの比高別の10cmまたは20cmご、とに堆積泥の被度お

よび厚さを測定した。2004年 12月7日に，海底観察の|祭に撮

影した写真を用い，対象のブロックの観察領域を相観 (新井

1997) によ って 5区分し，それぞれの区分内の主要な海藻類

の景観被度(写真上の投影面積の割合)を言l'iJ!lIした。

結果

愛媛県八幡浜市沖 ・三王島地先の異型ブロックにおける藻

場の景観模式図を図3に示 した。

区分A(水深5.0-5.1m，海底面からの比高0.5-O. 6m) : 

クロメ 3個体がブロックの稜線に集中的に生育するため被度

80犯で優占しており ，多年生ホンダワラ類のノコギ リモク S.

macrocarpullI C. Agardhが被度開で混生し， 堆積泥は被度5札

厚さ lmmとわずかだ、った。

区分B(水深5.1-5. 2m.海底面からの比高 0.4-O. 5m) 

多年生ホンダワラ類のヤツマタモクが被度 20弘で生育し，ウ

ミウチワ Padinaarborescens Holmesが10犯で混生し，堆積

泥は被度 20弘，厚さ 2mmと増大した。

区分c(水深5.2-5. 3m. 海底面からの比高0.3-O. 4m) 

ヤツマタモクの被度が40弘と増大し，ノコギリモクが 5%で混

生し，堆積i泥は被度 50弘， 厚さ 3mmと増大した。

区分D(水深 5.3-5. 5m. 海底面からの比高o1 -O. 3m)。

ヤツマタモクの被度が 50犯とさらに増大し，クロメ幼体 l個

体が生育するため被度 40犯を示し， 堆積泥は被度 70札厚さ

5mmと噌大した。

区分E(水深5.5-5. 6m.海底面からの比高O-O.1m)・一

年生ホンダワラ類のホンダワラ S.ful vell UIlI (Turner) C 

Agardhが被度10見で生育し，ヤツマタモクは被度開へ減少し，

堆積泥は被度 90先，厚さ 13mmと噌大した。
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図3 愛媛県八幡浜市沖 ・三大島地先の異型ブロックにおける詰車場の景観様式図(1990年7月)
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図4 三王島地先における自然海底での泌場の景観伎式医1(屯中研

1991 ，こ加筆)

まとめ

1990年 7)=1 1 3 日に，愛媛県八幡浜 II-i ~11 ・ 三 F. ，I~心地先の/)<傑

5~6m において，露岩上の海底区1]に刻して 50!支の角度で、設 iill'

された異型ブロックでは，海底而からの比高が60cI11から OCI11

へ小さくなるほど，推li~泥の被度およびj享さが大きくなり，

"(~占椅はクロメ，ヤツマタモクを経てホンダワラへと変化 し

ながら海藻被度が小さくなった。

注目 点

八幡浜市川I・三王品地先の館岩上の梅底に立てかけて設iu

された典型ブロックでは，海底[[iからの比高が小さくなるほ

ど，堆積泥が明大し，催占種はクロメからホンダワラ煩へ変

化 し，海藻被度が小さくなった。伊予大島 .1也大島において

は，芹様ら (2001)により，今野(1984) がボした「基質の

安定性が高いほど被植率(海藻の占める割合)が哨均11し，選

移段階が高砂くにあるJことが，確認されている。今回の典型

ブロックは，近接する他の蕗岩に周りを固まれている環境の

館岩上に設iEされていたため，海底而からの比I¥，'Jの大きな |二

部では波浪の影響を受けやすいものの，下部で、は急激に W(t:f:~l

化 し，波浪の影響をほとんど受けていないようであった。こ

の観点からは，今回の典型ブロックでは，海j底1IJiからの比高

が小さい位置は，水深も深いので，淘必補生の巡移段階が!日

次に至る ことが妥当と考えられる。

しかし， 河川|から供給される土嬢 (~:，!i ことなど)が感削域で

有機 ・無機物との凝集 ・吸着により j形成される「粘土フロッ

クJを指す浮泥(海生研 1998)は，ごく狭し、純凶の地先海

域内においても，局所J'1(Jに約穏な環坑条件の範IJiIに相対的に

集中して堆積する ことが知られている(寺脇ら 1998)。椛砧

泥の影響については，同じ瀬戸内海の広島74の初底での， 1階

段型の実験藻((f.(、を用いた実験生態学的研究によって検証され，

iNf砲な深所なら， 砂泥海底に接している基質であっても，げ1):

i築植生の遷移に大きな;;診響を及ぼすことが十日 W~ ð れている

(Terawaki et a1. 2000)。以上のことなどから，今回観察

した典型ブロックにおいて，水深が1:/:iく海底l伺からの比高が

小さい位置では， 堆砧した泥の影響によって海必類の繁殖が

妨げられ，選移段階が低次にとどまっていたと考えられる。

一方，今回観察した海峡では，宇和海に而 して問欣(I(Jな砂

水深 4.7m 
(比高 om) 
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区15 三玉島地先の砂/1己底に倒して設置されたN型異型ブロックでの

1車場のf'cfljl様式図('，位III研 1991に加筆)

比高と抑政~1ï'i生の I~~I係が報告-されている ( 1孟14 ， 5)。それらの

海泌他生は，砂田7からの比~'~ tß小さいほど，天然および人工
基質とも，転勤 .1又11云などの程度での物理的条件では安定な

基質であるにもかかわらず，選移段階が低次のホンダワラ類

の催l土iに11:まっていた(電rll研 1991)。これらの場合には，砂

而からの比高が小さい範凶は，i，波皮浪の;彩i沼巴斜斡4で

作j汀刑T刊!によ り変i草砂動I砂助JJするる(砂沙面境』ゲ坑採う半I許μLりj峻或F件内k村J(~寺午 l脇協 . 新井井占 2却O∞O引la吋)にあ

たり， 訓査H寺には{沙泥が被縦していなかったものの， 砂の被

覆 ・衝突など、のj;苦粋で，遷移段階が低次に止まっていたと考

えられている。

なお， 区̂分のクロメを刈 り取ったところ，クロメの直 F

は，。己の地砧が見られないだけでなく， ~!民間iサンゴモ類が基

iiiを彼い，仰やかなピンク系統の色調となり 3 局所f

囲とJ民lも4なる他生となつていた(図 6的)0A区分のような凸i也形

音11においては，この栴j或に特徴的な茎長の小さいクロメ藻体

のfJllI*が波 ・流れの作用であおられる|燃に，直下の海底面を

履きだす状態が繰り返される保子がみられた。これらの部位

では，クロメのfJlllmによる必而の撹乱の作)FIにより ，泥の堆

積も小さいものの， 1立立海峡の発芽休の生育も限害され，例

えば過剰な食圧等のJi法しい以j克にも耐えて繁殖可能な無節サ

ンゴモ類のみが目立つ状態にあると 判E察された。

以上のように，今1"1報告した八幡浜市沖 ・三王島地先では，

同じ海域内において，泥対{冶I，砂泥移動および海藻体による

基I(iiの撹乱などの複数の要因が，それぞれ局所的に，海藻柏:

泥底から立ち上がる天然岩礁，点在するl凝，および， 砂泥底 図6 クロメ(メ11 り取り後)由 1'"での基面は泥が堆積せず1H~節サン
に倒して設置された同型の典型!ブロックにおける砂而からの ゴモ鎖が繁殖しピンク系色
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生の遷移を制限しつつ，並存する様子が伺える。本シリーズ

における報告は，目視観察による海藻植生の遷移を制限する

要因についての，局所的で定性的な把握が主である。本シ

リーズの各回において繰り返し列挙している事例を参!被し，

より多くの研究者が，海藻植生の遷移を制限する諸要因の推

定を進めるとともに，推定された要因の条件についての定量

的な調査に着手されることを期待したい。
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